
国
保
税
の
納
税
通
知
書

を
発
送
し
ま
し
た

七
月
十
日
惜
に
、
平
成
十
九
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）

の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し

た
。こ

の
納
税
通
知
書
は
世
帯
主
の

方
が
国
保
に
加
入
・
未
加
入
に
か

か
わ
ら
ず
、
世
帯
主
あ
て
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
加
入
者
の
氏
名
お

よ
び
加
入
月
・
年
税
額
に
つ
い
て

は
納
税
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
保
税
算
出
の
基
礎

国
保
税
額
は
、
医
療
保
険
分
・

介
護
保
険
分
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

割
額
と
均
等
割
額
の
合
計
で
算
出

さ
れ
ま
す
。
所
得
割
額
は
前
年
中

の
所
得
を
基
に
計
算
し
、
均
等
割

額
は
加
入
者
の
人
数
に
よ
り
計
算

し
ま
す
。

納
期
は
年
八
回

納
期
限
は
右
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

国
保
税
の
軽
減
と
減
免

申
告
し
て
い
る
所
得
が
少
な
い

世
帯
は
、
国
保
税
（
医
療
保
険

分
・
介
護
保
険
分
）
の
均
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。軽
減
割
合
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
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介
護
保
険
料
（
65
歳
以

上
）
の
通
知
書
を
発
送

七
月
十
日
惜
に
六
十
五
歳
以
上

の
方
へ
、
平
成
十
九
年
度
の
介
護

保
険
料
の
通
知
書
を
発
送
し
ま
し

た
。

通
知
書
の
種
類

①
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼

特
別
徴
収
開
始
通
知
書

特
別
徴
収
の
方
を
対
象
に
、
年

金
か
ら
天
引
き
に
な
る
保
険
料
額

を
通
知
。

②
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特

別
徴
収
開
始
通
知
書

今
年
度
の
十
月
か
ら
特
別
徴
収

が
開
始
・
再
開
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
特
別
徴
収
分
・
普
通
徴
収
分

の
保
険
料
額
の
通
知
と
普
通
徴
収

分
の
期
別
ご
と
の
納
付
書
を
送
付

（
九
月
ま
で
納
付
書
で
納
付
、
十

月
以
降
は
年
金
か
ら
天
引
き
）。

③
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

普
通
徴
収
の
方
を
対
象
に
、
保

険
料
額
の
通
知
と
期
別
ご
と
の
納

付
書
を
送
付（
口
座
振
替
の
方
は
、

納
付
書
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

納
付
方
法
と
納
期

保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
老

齢
・
退
職
年
金
な
ど
か
ら
天
引
き

す
る
特
別
徴
収
と
、
市
か
ら
送
ら

れ
る
納
付
書
を
使
っ
て
介
護
保
険

課
（
本
庁
舎
一
階
）
・
出
張
所
・

指
定
金
融
機
関
で
納
付
す
る
普
通

徴
収
が
あ
り
ま
す
。

年
金
額
が
年
額
十
八
万
円
以
上

の
方
は
、
特
別
徴
収
で
す
。

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方
、

年
金
額
が
年
額
十
八
万
円
未
満
の

方
や
年
度
途
中
で
六
十
五
歳
に
な

る
方
は
普
通
徴
収
で
す
。

納
期
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

被
保
険
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
通
知

世
帯
主
に
通
知
す
る
国
民
健
康

保
険
税
と
異
な
り
、
六
十
五
歳
以

上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
被
保
険

者
ご
と
に
算
定
し
、
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
減
免

以
下
の
慎
〜
新
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

介
護
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

慎
災
害
に
よ
り
住
宅
・
家
財
な
ど

に
損
害
が
あ
っ
た
場
合

住
宅
な
ど
に
価
格
の
三
割
以
上

の
損
害
を
受
け
、
か
つ
生
計
中
心

者
の
前
年
中
の
所
得
金
額
が
一
千

万
円
以
下
で
あ
る
場
合
。

振
疾
病
な
ど
に
よ
り
世
帯
収
入
に

著
し
い
減
少
が
あ
っ
た
場
合

世
帯
の
収
入
が
、
前
年
所
得
の

二
分
の
一
以
下
に
な
っ
た
場
合
。

新
収
入
が
少
な
く
、
生
活
が
著
し

く
困
窮
し
て
い
る
場
合

世
帯
全
員
が
、
市
・
県
民
税
非

課
税
か
つ
市
・
県
民
税
課
税
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
右
表

の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
。

詳
し
く
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
保
険

料
資
格
担
当
・
℡
内
線
２
５
７

０

世
帯
の
所
得
合
算
額
が
三
十
三
万

円
よ
り
も
少
な
い
場
合
＝
六
割

軽
減

世
帯
の
所
得
合
算
額
が
三
十
三
万

円
＋
（
二
十
四
万
五
千
円
×
世

帯
主
を
除
く
加
入
者
数
）
よ
り

少
な
い
場
合
＝
四
割
軽
減

こ
の
軽
減
措
置
は
、
申
告
さ
れ

た
所
得
で
判
定
し
ま
す
。
世
帯
の

中
に
未
申
告
者
が
い
る
と
、
判
定

で
き
な
い
た
め
、
軽
減
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。
国
保
加
入
者
が

い
る
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保

加
入
者
は
、
所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
災
害
に
よ
り
損
害
を
受

け
た
世
帯
や
病
気
な
ど
で
前
年
に

比
べ
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た
世

帯
は
、
申
請
に
よ
り
国
保
税
が
減

免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
民
健
康
保
険
課

国
保
資
格
担
当
・
℡
内
線
３
８

２
５

①の通知書 ②の通知書 ③の通知書

平成19年度の納付月（納期）

４月

６月

８月

10月

12月

２月

７月

８月

９月

10月

12月

２月

７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月

介
護
保
険
料
の
減
免
基
準

＊
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
は
、
表
中
の
収
入
月
額
・
預
貯
金
額
が
一
定
基
準
に
よ
り
加
算
さ
れ
ま
す
。

世
帯
構
成

世
帯
の
収
入
月
額

世
帯
の
預
貯
金
額

一
人
世
帯

八
万
円
以
下

百
万
円
以
下

二
人
世
帯

十
二
万
円
以
下

百
五
十
万
円
以
下

三
人
世
帯
以
上

一
人
増
え
る
ご
と
に
四
万
円
を

二
百
万
円
以
下

加
算
し
た
額
以
下

第１期 ７月31日惜
第２期 ８月31日昔
第３期 10月 １日席
第４期 10月31日戚
第５期 11月30日昔
第６期 １月４日昔
第７期 １月31日斥
第８期 ２月29日昔

平成19年度の納期限平成19年度の納期限平成19年度の納期限



15 広報川越№1154・2007.７.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

事
例「

児
童
が
お
や
つ
に
こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
を
食
べ

た
と
こ
ろ
、
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
死
亡
し
た
」
と
い
う
事

故
が
国
内
で
発
生
し
ま
し
た
。

こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
以

降
、
全
国
的
に
た
び
た
び
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
幼
児
・
高
齢
者
に
は
特
に
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
が
、
七
歳
児
で
も
事

故
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
は
、

の
ど
の
奥
に
入
っ
て
し
ま
う
と
摘

出
が
困
難
な
た
め
、
重
い
呼
吸
器

障
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
の
ど
に
詰
ま
っ
た
と
き
に
、
背
中
を
た
た

い
て
も
取
り
出
せ
ず
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員
が
医
療
用

の
器
具
を
用
い
て
取
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
例
が

起
こ
り
ま
し
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

現
状
で
は
、
事
故
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
の
明
確
な
方
策

が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
子
ど

も
や
高
齢
者
が
こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
を
食
べ
る
こ
と

は
控
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー

で
事
故
！

147

皆さんの生活に欠かすことのできない自動車。県の

調査では、窒素酸化物排出量の約４割、粒子状物質排

出量の約５割が自動車によるものです。第２次川越市

環境基本計画では、自動車公害防止対策を重点施策の

１つに掲げています。

低公害車への転換
天然ガス自動車・ハイブリット自動車・低燃費かつ

低排出ガス認定車などの低公害車を使用することで、

大気環境への負荷を低減できます。自動車取得税など

の軽減措置を受けられる場合もあります。自動車を購

入する際には、低公害車の購入をご検討ください。市

の庁用車についても、率先して低公害車への転換を進

めています。

環境にやさしい運転技術の習得
まず、アイドリング・ストップから始めてみましょ

う。県条例では、駐停車時のアイドリングが原則禁止

されています。１日10分アイドリングをやめれば、

ガソリン乗用車で年間約6,400円もお得になります。

公共交通機関や自転車・徒歩の利用
ひとりひとりが自動車の使用を抑えることも有効な

対策です。公共交通機関や自転車・徒歩を利用するこ

とを心がけましょう。市では、このような視点をまち

づくりにも取り入れ、各種対策を実施していきます。

そのほかにも……
市では冬期の水曜日をノーカーデーとし、庁用車の

使用の抑制、市民の皆さんへの啓発を行っています。

問い合わせ…環境保全課大気保全担当・℡内線2622

川越の環境を守るためには？
みんなで取り組む自動車公害対策

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
担
当
・
℡
２
２
９-

４
１
２
１

欧
米
型
の
が
ん
が
増
え
て
い
ま
す

活
習
慣
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。「
肺
が
ん
」「
大
腸
が
ん
」
と
同
様

に
欧
米
型
の
が
ん
で
あ
る
「
乳
が
ん
」

「
肝
臓
が
ん
」
も
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
般
的
に
が
ん
の
予
防
に
は
、
が
ん

の
発
生
を
抑
え
る
よ
う
な
生
活
を
送
る

こ
と
と
、
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
治
療

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
初
期

の
が
ん
の
場
合
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
が
ん
は

必
ず
し
も
死
に
直
結
す
る
疾
患
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に

日
本
人
の
死
因
の
一
位
を
占
め
、
年
間

約
三
十
万
人
が
が
ん
で
亡
く
な
り
、
大

き
な
健
康
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。最

近
は
、「
胃
が
ん
」「
子
宮
が
ん
」

が
減
り
、「
肺
が
ん
」「
大
腸
が
ん
」
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

変
化
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
の
生

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。市

で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
は
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
検
査
で

す
。「
要
精
密
検
査
」
の
結
果
を
受
け

取
っ
た
場
合
は
、
必
ず
病
院
で
の
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
胸
に
し
こ

り
が
あ
る
・
血
便
が
出
た
な
ど
、
気
に

な
る
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
検
診

の
機
会
を
待
つ
よ
り
、
す
ぐ
に
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

けんこう

メモ


